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北九州市は、1963年2月、門司、小倉、若松、八幡及び戸畑の5市対等合併により発足。
1974年4月、門司、小倉北、小倉南、若松、八幡東、八幡西及び戸畑の7区制となり、現在に至ります。

門司区
9万1,384人

小倉北区
18万1,639人

小倉南区
20万6,958人

若松区
7万9,119人

八幡東区
6万3,360人

八幡西区
24万6,977人

戸畑区
5万6,525人

■世帯数…43万8,377世帯　　■面 積…492.50㎢
※2022年1月１日現在※2022年7月１日現在
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令和4年度当初予算

人　口

交通アクセス

市税
1,780億円
（29.3％）

保健福祉費
1,692億円
（27.8％）

扶助費
1,525億円
（25.1％）

人件費
1,106億円
（18.2％）

義務的
経費

3,290億円
（54.1％）

投資的経費
468億円（7.7％）

その他の
経費

2,324億円
（38.2％）

公債費
659億円
（10.8％）

普通建設
事業費
468億円
（7.7％）

貸付金
759億円
（12.5％）

物件費
646億円
（10.6％）

繰出金
484億円
（7.9％）

補助費等
298億円（4.9％）

その他(維持補修費等)
137億円（2.3％）

産業経済費
881億円
（14.5％）

諸支出金
752億円
（12.4％）

子ども家庭費
709億円
（11.6％）

教育費
701億円
（11.5％）

総務費
455億円
（7.5％）

国庫支出金
1,142億円
（18.8％）

県支出金
312億円（5.1％）

地方消費税交付金
221億円（3.6％）

土木費
351億円（5.8％）

環境費
182億円（3.0％）

消防費 123億円（2.0％）
その他 236億円（3.9％）

繰入金 165億円（2.7％）

財産収入
32億円（0.5％）

その他
134億円（2.2％）

使用料及び手数料
162億円（2.7％）

軽油引取税交付金
55億円（0.9％）

地方交付税
675億円
（11.1％）

諸収入
936億円
（15.4％）

市債
468億円
（7.7％） 歳入総額

6,082億円
（100％）

歳出総額
6,082億円
（100％）

総数･･･92万5,962人

北九州空港を利用するとフェリーを利用するとJR（新幹線・特急）を利用すると

歳入の内訳 歳出の内訳（目的別） 歳出の内訳（性質別）

年齢3区分別人口の推移

歳出総額
6,082億円
（100％）
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徳島→東京（有明）　約32時間
（オーシャン東九フェリー）

神戸　約12時間30分
（阪九フェリー）

横須賀　約21時間
（東京九州フェリー）

泉大津　約12時間30分
（阪九フェリー）

大阪南港　約12時間30分
（名門大洋フェリー）

松山　約7時間
（松山・小倉フェリー）
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門
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北九州市の「データ」 北九州市の「あゆみ」

明治 32年 【1899年】
明治 33年 【1900年】
明治 34年 【1901年】
大正  3年 【1914年】
大正  6年 【1917年】
大正 13年 【1924年】
昭和 17年 【1942年】
昭和 37年 【1962年】
昭和 38年 【1963年】

昭和 39年 【1964年】
昭和 45年 【1970年】
昭和 54年 【1979年】
昭和 60年 【1985年】
昭和 63年 【1988年】
平成  2年 【1990年】
平成  7年 【1995年】
平成  9年 【1997年】
平成 12年 【2000年】
平成 13年 【2001年】

平成 14年 【2002年】
平成 15年 【2003年】

平成 17年 【2005年】
平成 18年 【2006年】

平成 19年 【2007年】
平成 20年 【2008年】
平成 21年 【2009年】
平成 22年 【2010年】

平成 23年 【2011年】

平成 24年 【2012年】
平成 25年 【2013年】

平成 26年 【2014年】
平成 27年 【2015年】

平成 28年 【2016年】

平成 29年 【2017年】

平成 30年 【2018年】

平成 31年 【2019年】
令和 2年 【2020年】
令和 3年 【2021年】

令和 4年 【2022年】

 4月  門司市制施行
 4月  小倉市制施行
 11月  官営八幡製鐵所作業開始式
 4月  若松市制施行
 3月  八幡市制施行
 9月  戸畑市制施行
 7月  関門鉄道トンネル開通
 9月  若戸大橋開通
 2月 10日 北九州市発足（門司・小倉・若松・八幡・戸畑の5市が対等合併）
 4月 1日 政令指定都市となる
 4月 19日 世界初の5市対等合併調査のため国連調査団が来市
 4月 1日 北九州市公害防止条例公布
 11月  太刀浦コンテナターミナル供用開始
 1月 9日 北九州都市モノレール開業
 7月 29日 第1回わっしょい百万夏まつり開催（～31日）
 10月 6日 北九州国際会議場開設
 3月 25日 門司港レトログランドオープン
 7月 10日 国のエコタウン事業承認地域に決定
 8月 31日 アジア・太平洋環境大臣会議in北九州開催（～9月5日）
 1月 1日 北九州市環境基本条例施行
 7月 4日 ジャパンエキスポ「北九州博覧祭2001」開催（～11月4日）
 8月 23日 世界車椅子バスケットボール選手権大会「北九州ゴールドカップ」開催（～9月1日）
 4月 1日 早稲田大学大学院情報生産システム研究科と北九州市立大学大学院国際環境工学研究科が
   北九州学術研究都市に開設
 4月 1日 ひびきコンテナターミナル供用開始
 2月 26日 東九州自動車道（北九州JCT～苅田北九州空港IC）開通
 3月 16日 新・北九州空港開港
 6月 1日 紫川マイタウン・マイリバー整備地区が都市景観大賞「美しいまちなみ大賞」受賞
 7月 22日 「環境モデル都市」に国が認定
 9月 18日 八幡東区東田に「北九州水素ステーション」が完成
 2月 10日 北九州市非核平和都市宣言
 4月 2日 「次世代エネルギー・社会システム実証地域」に国が選定
 7月 1日 北九州市暴力団排除条例を施行
 10月 1日 北九州市自治基本条例を施行
 3月 9日 初の海外水ビジネスをカンボジア・シェムリアップ市で受注
 6月 17日 経済協力開発機構（OECD）からグリーンシティプログラムのグリーン成長都市に認定
 12月 22日 環境未来都市、国際戦略総合特区に選定
 9月 15日 新若戸道路（若戸トンネル）が開通
 5月 5日 日中韓三ヵ国環境大臣会合開催（～6日）
 5月 23日 OECDグリーンシティ・プログラムの北九州レポートが発行
 2月 9日 市制50周年記念 北九州マラソン2014を開催
 3月 17日 「洋上風力発電モデル地域」採択
 7月 8日 「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」が世界文化遺産に登録
 1月 29日 国家戦略特区に指定
 4月 24日 東九州自動車道（北九州市～宮崎市間）が全線開通
 5月 1・2日 Ｇ7北九州エネルギー大臣会合開催
 12月 1日 戸畑祇園大山笠行事のユネスコ無形文化遺産登録（現地時間11月30日）
 4月 28日 日本遺産「関門“ノスタルジック”海峡」認定
 12月 26日 第1回「ジャパンSDGsアワード」特別賞を受賞
 4月 18日 OECDが「SDGs推進に向けた世界のモデル都市」に北九州市を選定
 6月 15日 「SDGs未来都市」に選定
 8月 8日 「東アジア文化都市」2020年国内開催地に選定
 3月 28日 「小倉祇園祭の小倉祇園太鼓」が国重要無形民俗文化財に指定
 3月 28日 東アジア文化都市北九州2020▶21を開催（～令和3年12月31日）
 7月 2日 地方創生のための都市ブランド「New U」を発表
 10月 18日 2021世界体操・新体操選手権北九州大会を開催（～31日）
 3月 25日 「日本新三大夜景都市」にランキング1位で再認定
 4月 26日 「脱炭素先行地域」に選定

年　　　表


